
2017年度神奈川県情報部会実践事例報告会

2017.12.26（火）

神奈川県立鶴見高等学校 情報科 井本絵里

情報科３年目頑張ってます！

～ルーブリックを活用して～



本日の発表内容

１．はじめに

２．ルーブリック評価について

３．授業内容について（情報モラル授業）

４．まとめ



はじめに



今日お話ししたいこと

ルーブリック、授業実践…

試行錯誤しています。



はじめに 【本校の紹介】

 鶴見高等学校

 生徒数：９４６名

 全日制普通科

 「新たな学習評価に係る研究」指定校

→ ルーブリックによる授業評価の研究



はじめに 【コンピュータ室について】

 ４人×１０班

 グループワークが気軽になった

 ＰＣ・中間モニタを端に寄せて作業できる



はじめに 【情報科の紹介】

 科目「社会と情報」

 対象：１年生 ３２１名

（男子 １６５名 女子 １５６名）

 授業数：５０分 × 週２回（２単位）

 教科書：日本文教出版「新・社会と情報」



年間指導計画

4～7月

9～12月

1～3月

情報社会の課題と情報モラル

情報の活用と表現

情報通信ネットワークとコミュニ

ケーション

望ましい情報社会の構築

定期考査・実技テスト

レポート（夏休みの宿題）



はじめに 【TTについて】

 TT ８名

 打ち合わせ：

 授業前後の休み時間

 授業時：

 出欠確認

 関心・意欲・態度の評価（ノート記入）



はじめに 【単元の見通しを持たせる工夫】



ルーブリック評価について



ルーブリックの作成について

S A B C

独創的
工夫創造

あり
★基準★
本時目標

基準未満

プリントや作品などに提示



「情報モラル」 ルーブリック （資料参照）



ルーブリックのメリット

目標が明確になる

生徒のモチベーションUP

結果的に評価が楽に



ルーブリックのデメリット

途中変更できない

A（S）にとどまる生徒がいる

基準外の技術や表現が評価

できない



授業について



年間指導計画

4～7月

9～12月

1～3月

情報社会の課題と情報モラル

情報の活用と表現

情報通信ネットワークとコミュニ

ケーション

望ましい情報社会の構築

定期考査・実技テスト

レポート（夏休みの宿題）



「情報モラル」の単元構成

「ネットあるある」を考える

携帯電話教室

情報モラル調べ学習

ポスター作成（３H）

中間発表

ポスター改善

最終発表

中学校へポスター送付・情報モラルコンクールへ応募

単
元
の
流
れ



昨年度の反省

1. 中学校の内容と重なっていた

2. 座学が多かった

3. 実生活との結びつきが弱かった

中学生への啓発ポスターの作成・発送により

実生活とのつながりを意識させた



「情報モラル」の単元構成

「ネットあるある」を考える

携帯電話教室

情報モラル調べ学習

ポスター作成（３H）

中間発表

ポスター改善

最終発表

単
元
の
流
れ

中学校へポスター送付・情報モラルコンクールへ応募



携帯電話教室：外部講師（教育ネットさん）の講演

 LHR（生活指導部）→ 情報科の一環へ

 「ダメダメ教育」から「問題解決」へ



携帯電話教室：外部講師（教育ネットさん）の講演

「インターネットで第三者に写真を見られる危険性」を

生徒が実感できた



「情報モラル」の単元構成

「ネットあるある」を考える

携帯電話教室

情報モラル調べ学習

ポスター作成（３H）

中間発表

ポスター改善

最終発表

単
元
の
流
れ

中学校へポスター送付・情報モラルコンクールへ応募



ポスターのルーブリック（資料参照）

S A B ★基準 C

情報モ

ラルの

提案

Aに加え、情報

社会の問題点

を明確にし、

改善するため

の効果的な

キャッチコ

ピーである。

Bに加え、これ

までの学習を

踏まえた中学

生にとって身

近で分かりや

すいキャッチ

コピーである。

情報社会の問

題点への提案

や気づきを踏

まえたキャッ

チコピーを作

成している。

情報社会の問題点

を踏まえたキャッ

チコピーを考えら

れていない。

→自分の体験を思

い返し、友人に呼

びかける一言を考

えさせる。

デザイ

ン性

Aに加え、色彩

や構成などを

効果的に用い

て表現してい

る。

Bに加え、

キャッチコ

ピーが中学生

に伝わりやす

いデザインに

なっている。

キャッチコ

ピーにあった

画像やイラス

トを選択して

いる。

著作権に問題あり。

→画像の出典を確

認し、画像を差し

替えるよう指示す

る。



ポスターのルーブリック（資料参照）

S A B ★基準 C

情報モ

ラルの

提案

Aに加え、情報

社会の問題点

を明確にし、

改善するため

の効果的な

キャッチコ

ピーである。

Bに加え、これ

までの学習を

踏まえた中学

生にとって身

近で分かりや

すいキャッチ

コピーである。

情報社会の問

題点への提案

や気づきを踏

まえたキャッ

チコピーを作

成している。

情報社会の問題点

を踏まえたキャッ

チコピーを考えら

れていない。

→自分の体験を思

い返し、友人に呼

びかける一言を考

えさせる。

デザイ

ン性

Aに加え、色彩

や構成などを

効果的に用い

て表現してい

る。

Bに加え、

キャッチコ

ピーが中学生

に伝わりやす

いデザインに

なっている。

キャッチコ

ピーにあった

画像やイラス

トを選択して

いる。

著作権に問題あり。

→画像の出典を確

認し、画像を差し

替えるよう指示す

る。

１２ １３５ １７０ ０

２７ １０３ １８７ ０



生徒が作成したポスター

反省：フリー素材は使用しないべき

→ 時間と指導法を検討



生徒が作成したポスター（優秀作品一覧）



実際に中学校に貼って頂いた様子



文化祭で展示した全員分のポスター

全作品をIPA情報モラルコンクールへ応募



生徒の感想

目の前にあるのは画面だけど、しっかり

ネットは便利だけど、使い方によっては危
険なことがいっぱいあると学んだ。

一番自分に危険が生じるので気を付けなけ
ればいけない。



生徒の感想

目の前にあるのは画面だけど、しっかり

ネットは便利だけど、使い方によっては危
険なことがいっぱいあると学んだ。

一番自分に危険が生じるので気を付けなけ
ればいけない。

反省：まだまだ実生活との結びつきが弱い

→ 継続した指導が必要



まとめ



まとめ 【実践の成果】

 ルーブリックにより、

にできた

 外部講師との連携により、

させられた

が生徒の学習意欲を高めた



まとめ 【今後の課題】

教える側が想定したルーブリックの枠を

超える生徒がいる

を行いたい

を作成したい



ご清聴ありがとうございました

ご指導のほどよろしくお願いします


